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新春恒例の消防団出初式が行われました。今年は天候に
も恵まれ、雲一つない快晴。笙ノ川堤防左岸で一斉放水が
行われた後、相生通りで消防団員・消防車両の分列行進や、
つるが鳶によるはしご乗り演技、消防管理者（河瀬市長）
らによる観閲などが行われました。
つるが鳶の演技披露は今回で2回目。計50人の団員が参

加し、様々な演技が次々と繰り出されました。見事大技が
決まると、沿道につめかけた大勢の市民からは歓声と拍手
が送られました。

つるが鳶の見事な演技

第59回の敦賀市成人式がプラザ萬象で行われ、新成人708人
が大人への第一歩を踏み出しました。式典では、川上究

きわむ

教育委
員長、河瀬一治市長から祝辞が送られた後、新成人を代表して、
三谷
みたに

渉悟
しょうご

さんが「感謝の気持ちを忘れず、自分よりも相手のこと
を考えながら、成人になった自覚と誇りを胸に日々精進します」
と謝辞を述べました。

謝辞を述べる三谷さん

国の重要無形民俗文化財に指定されている「敦
賀西町の綱引」が、相生町の旧西町通りで行われ
ました。町内の男性2人が夷子神と大黒神に扮し
て町内を練り歩いた後、夷子側と大黒側に分かれ
て綱引開始。綱が地面に下ろされるやいなや、我
先にとたくさんの人が綱を手に取り、力いっぱい
引き合いました。通りを埋め尽くした観衆からは
大きな声援が飛び交い、熱戦の末大黒方の勝利。
4年連続で豊作と占われました。

町内を巡行する大黒神（左）と夷子神（右）

沓区の常福寺
じょうふくじ

で、江戸時代から伝わる伝統行事「でんが
らがん」が行われ、常宮小学校の児童、地区の大人や子ど
もたちが豊漁と無病息災を祈りました。地元では子どもた
ちのことを「坊ら」と呼ぶことから、数珠の引き合いに子
どもたちが勝つと魚の「ボラ」がよくとれ、豊漁になると
いわれています。
まず大人の男性、大人の女性、常宮小児童の順に数珠回

しを数回行った後、大人の男性と常宮小児童の数珠の引き
合いになりました。一生懸命引き合った末、今年も子ども
たちに軍配が上がり、豊漁と占われました。

一生懸命数珠を引く子どもたち

昭和24年1月26日に法隆寺金堂から火災が発生
し、文化財が焼損したのを機に昭和30年に文化財防
火デーが設けられました。今年は、御名区の日吉神
社で防火訓練が行われました。このお寺には県指定
文化財の木造彫刻2体が保管されており、地元の自
衛消防隊や消防団、消防隊員、文化財関係者ら約80
人が真剣な面持ちで訓練に取り組んでいました。

文化財に見立てた箱を運び出す訓練参加者

魚市場の初競りが、松栄町の仮設魚市場で行われまし
た。最初に酒谷一郎

さかたにいちろう

県漁業協同組合連合会敦賀支所長が
年頭の挨拶を述べた後、魚市場の今年の賑わいを願って
一本締めが行われ、その後今年最初の競りに移りました。
初競りでは、アジ、タイ、ヒラマサ、サザエなど新鮮な
魚介類が数多く並び、市場内には威勢の良い競り人の声
が響き渡りました。
なお、新しい魚市場は、今年春から建設が始まり、平

成21年春に完成を予定しています。

今年も威勢よく競り人の声が響きます

あなたが写っていたらご連絡ください。写真を差し上げます。

広報広聴課　 ２２ー８１１２

ホームページ（http://www.ton21.ne.jp/）でも公開中！

（ここに載せきれなかったイベントも掲載しています）
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皆
さ
ん
に
も
お
な
じ
み
の
市
立
博
物

館
は
、
平
成
五
年
に
博
物
館
登
録
を
受

け
、
そ
れ
を
機
に
「
敦
賀
市
立
歴
史
民

俗
資
料
館
」
か
ら
、
現
在
の
「
敦
賀
市

立
博
物
館
」
へ
と
名
称
を
変
更
し
、
再

出
発
を
し
ま
し
た
。

そ
の
際
「
新
し
く
で
き
た
博
物
館
を

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」

と
結
成
さ
れ
た
の
が
、
今
回
紹
介
す
る

「
敦
賀
市
立
博
物
館
友
の
会
」
さ
ん
で
す
。

会
長
の
山
本
晴
幸
は
る
ゆ
き

さ
ん
を
中
心
と
し
た

有
志
の
方
々
が
発
起
人
と
な
り
、
最
初

の
三
カ
月
足
ら
ず
で
約
二
百
人
の
会
員

を
集
め
、
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

主
な
活
動
は
、
講
座
や
講
演
会
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク（
※
）の
開
催
、
年
に
四

回
の
会
報
の
発
行
な
ど
で
、
博
物
館
と

と
も
に
十
五
年
間
、
地
道
に
活
動
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
講
座
や
講
演
会
で
は
、

敦
賀
短
大
の
先
生
や
各
分
野
の
専
門
家

を
講
師
に
招
き
、
敦
賀
の
歴
史
や
文
化

を
会
員
み
ん
な
で
学
ん
で
き
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
博
物
館
の
特
別
展
に
合

わ
せ
、
会
員
外
の
人
も
対
象
に
し
た
敦

賀
の
史
跡
め
ぐ
り
を
企
画
し
ま
し
た
。

直
流
化
開
業
に
合
わ
せ
て
行
っ
た
第
一

回
目
の
「
鉄
道
遺
跡
ツ
ア
ー
」、
昨
年
企

画
し
た
「
絵
馬
探
訪
ツ
ア
ー
」
と
も
好

評
で
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
参
加

す
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

十
五
年
間
ず
っ
と
会
長
を
務
め
て
き

た
山
本
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

振
り
返
り
「
長
い
間
、
曲
が
り
な
り
に

も
頑
張
っ
て
き
た
。
博
物
館
が
元
気
で

い
て
ほ
し
い
と
の
思
い
は
今
も
変
わ
り

ま
せ
ん
」
と
感
慨
深
く
話
し
「
会
員
も

高
齢
化
し
徐
々
に
会
員
数
は
減
っ
て
き

て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
も
新
会
員
の
獲

得
や
新
し
い
活
動
な
ど
、
も
っ
と
友
の

会
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
」
と
、
今

後
の
活
動
に
も
意
欲
を
み
せ
ま
す
。

平
成
六
年
一
月
の
創
刊
以
来
ず
っ
と

続
け
て
き
た
会
報
も
、
昨
年
節
目
の
五

十
号
を
発
刊
。
次
の
節
目
の
百
号
を
目

指
し
、
今
後

も
友
の
会
は

活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

ギャラリートークで博物館の学芸員の説明を受ける会員ら

15年間会長を務め
ている山本晴幸さん

結成以来続いてい
る「友の会だより」。
今月第52号を発刊。

※
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

博
物
館
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

■■
対対
　　
象象

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
（
施

設
入
所
者
除
く
）
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▽
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
世
帯

▽
重
度
障
害
者
が
い
る
世
帯

▽
ひ
と
り
親
・
寡
婦
世
帯

■
助助
成成
額額

１
世
帯
あ
た
り
５,
０
０
０
円

■
助助
成成
方方
法法

対
象
者
に
通
知
書
お
よ
び
申
請

書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。
郵
送

や
窓
口
で
申
請
を
受
け
付
け
、

各
個
人
の
指
定
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。

■
申申
請請
締締
切切

平
成
20
年
３
月
10
日

問
合
せ

①
②
…
原
油
価
格
高
騰
等
対
策
相
談
室

（
地
域
福
祉
課
内
）
22
ー
１
１
８
０

③
…
…
商
工
政
策
課

22
ー
８
１
２
２

昨
年
か
ら
続
く
原
油
価
格
高
騰

に
伴
い
、
市
は
１
月
15
日
に
、
市

民
生
活
の
支
援
と
し
て
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
な
ど
へ
の
灯
油
購
入

費
等
助
成
、
相
談
対
応
窓
口
の
設

置
、
中
小
企
業
に
対
す
る
信
用
保

証
料
の
一
部
補
給
を
始
め
ま
し
た
。

内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

■■
対対
　　
象象
　　

県
の
経
営
安
定
資
金
お
よ
び
資

金
繰
り
円
滑
化
支
援
制
度
を
利

用
し
て
い
る
中
小
企
業
。

※
そ
の
他
の
条
件
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
締
切

平
成
20
年
３
月
31
日

１
階
の
地
域
福
祉
課
内
に
あ
り
ま

す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

先輩が果たした全国ベス
ト４を超える成績が目標で
す。守りでリズムを作って、
攻撃につなげていく野球を
していきたいと思います。
冬の屋内練習でしっかり鍛
えて、３月の本番に望みた
いと思います。皆さん、応
援よろしくお願いします。

10年ぶり2度目の選抜高校野球大会出場が決まった敦賀気比高
校。敦賀勢の甲子園出場は、平成11年夏の敦賀高校以来９年ぶり
です。大舞台での活躍が期待される同高の古谷監督と山本主将に
目標を伺いました。

古谷真一
ふるたにしんいち

監督 山本和矢
かずや

主将
（中央小→粟野中出身）

秋の北信越大会の負け
は本当に悔しかっただけ
に、喜びもひとしおです。
甲子園では、気比高らし
く、守りを中心に粘り強
く戦っていきたいと思い
ます。市民の皆さん、応
援よろしくお願いします。


